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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
挿入部の先端に固体撮像素子と回路基板とが内蔵されて、上記挿入部内に挿通配置された
信号ケーブルの先端から引き出された複数の信号線が、上記回路基板に設けられた複数の
接続端子に接続された電子内視鏡の先端部において、
　上記複数の信号線として、上記信号ケーブルの外周部の内側に沿って配置された複数の
外周側信号線と、上記外周側信号線より上記信号ケーブルの内側寄りの位置に配置された
複数の内側信号線とを設けると共に、上記各内側信号線を、上記複数の外周側信号線の配
列の隙間に均等の相互間間隔で延出させて各々上記接続端子に接続したことを特徴とする
電子内視鏡の先端部。
【請求項２】
上記外周側信号線が上記内側信号線の整数倍の数配置されていて、上記複数の内側信号線
の各延出部間に、各部分毎に上記外周側信号線が同数ずつ位置している請求項１記載の電
子内視鏡の先端部。
【請求項３】
上記回路基板の後端部分付近が矩形状の断面形状に形成されていて、その四面に各々上記
接続端子が設けられている請求項１又は２記載の電子内視鏡の先端部。
【請求項４】
上記内側信号線が４本設けられて、上記回路基板の後端付近の四面に設けられた接続端子
に１本ずつ接続されている請求項３記載の電子内視鏡の先端部。
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【請求項５】
上記内側信号線が３本設けられて、上記回路基板の後端付近の四面に設けられた接続端子
の中の三面の接続端子に１本ずつ接続されている請求項３記載の電子内視鏡の先端部。
【請求項６】
上記複数の内側信号線が接続される接続端子の一部又は全部が、隣の接続端子に対して凹
んだ溝状に形成されている請求項１、２、３、４又は５記載の電子内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は電子内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡においては一般に、挿入部の先端に固体撮像素子と回路基板とが内蔵されて
、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引き出された複数の信号線が、回路
基板に設けられた複数の接続端子に接続されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２０００－２０９４７２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１等に記載された従来の電子内視鏡においては、信号ケーブルの外周の内側に
沿って円周状に配置された複数の信号線が、回路基板の１８０°位置が相違する二面に設
けられた接続端子に略半分ずつ接続されている。
【０００４】
　しかしそのような構成では、信号ケーブルの径が太くなって挿入部の細径化の障害にな
ると共に、信号ケーブルから引き出した信号線を接続端子に接続する作業の際に信号線ど
うしが絡み合ったりして、配線作業を円滑に行うことができなかった。
【０００５】
　そこで本発明は、信号ケーブルの径を細く形成することができ、しかも信号ケーブルか
ら引き出した信号線を接続端子に対して接続するための配線作業を容易かつ円滑に行うこ
とができる電子内視鏡の先端部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の先端部は、挿入部の先端に固体撮像
素子と回路基板とが内蔵されて、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引き
出された複数の信号線が、回路基板に設けられた複数の接続端子に接続された電子内視鏡
の先端部において、複数の信号線として、信号ケーブルの外周部の内側に沿って配置され
た複数の外周側信号線と、外周側信号線より信号ケーブルの内側寄りの位置に配置された
複数の内側信号線とを設けると共に、各内側信号線を、複数の外周側信号線の配列の隙間
に均等の相互間間隔で延出させて各々接続端子に接続したものである。
【０００７】
　なお、外周側信号線が内側信号線の整数倍の数配置されていて、複数の内側信号線の各
延出部間に、各部分毎に外周側信号線が同数ずつ位置していてもよい。
　また、回路基板の後端部分付近が矩形状の断面形状に形成されていて、その四面に各々
接続端子が設けられていてもよい。その場合、内側信号線が４本設けられて、回路基板の
後端付近の四面に設けられた接続端子に１本ずつ接続されていてもよく、或いは、内側信
号線が３本設けられて、回路基板の後端付近の四面に設けられた接続端子の中の三面の接
続端子に１本ずつ接続されていてもよい。
【０００８】
　また、複数の内側信号線が接続される接続端子の一部又は全部が、隣の接続端子に対し
て凹んだ溝状に形成されていてもよい。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の信号線として、信号ケーブルの外周部の内側に沿って配置され
た複数の外周側信号線と、外周側信号線より信号ケーブルの内側寄りの位置に配置された
複数の内側信号線とを設けたことにより、信号ケーブルの径を細く形成することができ、
、各内側信号線を、複数の外周側信号線の配列の隙間に均等の相互間間隔で延出させて各
々接続端子に接続したことにより、信号ケーブルから引き出した信号線を接続端子に対し
て接続するための配線作業を容易かつ円滑に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　複数の信号線として、信号ケーブルの外周部の内側に沿って配置された複数の外周側信
号線と、外周側信号線より信号ケーブルの内側寄りの位置に配置された複数の内側信号線
とを設けると共に、各内側信号線を、複数の外周側信号線の配列の隙間に均等の相互間間
隔で延出させて各々接続端子に接続する。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は、固体撮像素子５を内蔵する電子内視鏡の挿入部１の先端部分を示しており、挿
入部１の先端に連結された先端部本体２の先端面には観察窓３等が配置されていて、観察
窓３の奥に内蔵された対物光学系４による被写体の投影位置に、例えばＣＣＤ（電荷結合
素子）からなる固体撮像素子５の撮像面６が配置されている。
【００１２】
　対物光学系４と固体撮像素子５を保持する撮像ユニット枠７内には、固体撮像素子５の
駆動回路等を構成する例えばコンデンサやＩＣチップ等の電子部品９が取り付けられた回
路基板８が、固体撮像素子５の直ぐ後側に隣接して固体撮像素子５に対して固定的に配置
されている。回路基板８は例えばセラミックスからなるブロック体により形成されている
。
【００１３】
　１１は、挿入部１内に全長にわたって挿通配置された信号ケーブルであり、その先端か
ら引き出された複数の信号線１２ａ，１２ｂが、回路基板８に設けられた複数の接続端子
１０に半田付けによって各々接続固着されている。１３は、固体撮像素子５側から回路基
板８に接続されたリードである。
【００１４】
　図３は信号ケーブル１１を途中で切断した状態を示しており、信号ケーブル１１内には
、信号ケーブル１１の外周部の内側に沿って配置された複数の外周側信号線１２ａと、外
周側信号線１２ａより信号ケーブル１１の内側寄りの位置に配置された複数の内側信号線
１２ｂとが設けられている。したがって、信号ケーブル１１内に信号線１２ａ，１２ｂを
無駄なく配置して信号ケーブル１１の外径を最小限の太さに形成することができる。
【００１５】
　図４は、信号ケーブル１１の先端から延出する信号線１２ａ，１２ｂが接続された回路
基板８部分を斜め後方から見た状態を示しており、この実施例の回路基板８は、後端部分
付近８ａが矩形状の断面形状に形成されていて、信号線１２ａ，１２ｂを接続するための
接続端子１０がその四面に各々設けられている。
【００１６】
　図１は、そのような回路基板８の接続端子１０に対して接続される信号線１２ａ，１２
ｂの信号ケーブル１１からの引き出し部分を図示する断面図（図２におけるＩ－Ｉ断面図
）である。
【００１７】
　この実施例の信号ケーブル１１には、４本の内側信号線１２ｂと、その二倍の８本の外
周側信号線１２ａとが設けられており、図１は、その判別をし易いように、内側信号線１
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２ｂにのみ斜線を付して図示してある。後述する図５と図６も同様である。
【００１８】
　４本の内側信号線１２ｂは、相互間に９０°の均等の間隔をあけて、８本配列されてい
る外周側信号線１２ａの２本おきの隙間部分に内方から延出され、各々が回路基板８に形
成された接続端子１０，１０Ａに接続されている。逆に言うと、４本の内側信号線１２ｂ
の延出部間に、各部分毎に外周側信号線１２ａが２本ずつ位置している。
【００１９】
　そして、各内側信号線１２ｂは断面形状が矩形状の回路基板８の後端部分８ａの各面の
中央位置に形成された接続端子１０，１０Ａに半田付けにより接続固着され、その内側信
号線１２ｂを間に挟んでその両側において各外周側信号線１２ａが各々接続端子１０に接
続固着されている。
【００２０】
　このような配置により、各内側信号線１２ｂを、無理に曲げたり外周側信号線１２ａと
絡み合ったりすることなく外周側信号線１２ａの隙間から延出させて、接続端子１０，１
０Ａに接続する配線作業を容易かつ円滑に行うことができる。
【００２１】
　なお、この実施例においては、４本の内側信号線１２ｂが接続される四つの接続端子１
０，１０Ａの中の１８０°対象位置にある二つの接続端子１０Ａが隣の接続端子１０に対
して凹んだ溝状に形成されており、その溝状の接続端子１０Ａに接続される内側信号線１
２ｂは、信号ケーブル１１からの延出位置が内方に寄るので、曲がりの状態が緩くなって
耐久性の面等で優れている。
【００２２】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図５に示されるように、
隣の接続端子１０に対して凹んだ溝状の接続端子１０Ａを全ての内側信号線１２ｂの接続
部に設けてもよく、それによって耐久性がより向上する。
【００２３】
　また、図６に示されるように、信号ケーブル１１に３本の内側信号線１２ｂとその三倍
の９本の外周側信号線１２ａとを配置して、各内側信号線１２ｂを、相互間に１２０°の
均等の間隔をあけ、９本配列されている外周側信号線１２ａの３本おきの隙間部分に内方
から延出させて各々回路基板８に形成された接続端子１０，１０Ａに接続させてもよい。
【００２４】
　このように、本発明は、各内側信号線１２ｂを、複数の外周側信号線１２ａの配列の隙
間に均等の相互間間隔で延出させて各々接続端子１０，１０Ａに接続したものであればよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の信号ケーブル先端からの信号線引き出し状
態を示す断面図（図２におけるＩ－Ｉ断面図）である。
【図２】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の挿入部の先端付近の側面断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の信号ケーブルを途中で切断した状態の斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の信号ケーブルの先端から延出する信号線が接続された回
路基板部分を斜め後方から見た状態の斜視図である。
【図５】本発明の第２の実施例の電子内視鏡の信号ケーブル先端からの信号線引き出し状
態を示す断面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の電子内視鏡の信号ケーブル先端からの信号線引き出し状
態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　挿入部
　２　先端部本体
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　５　固体撮像素子
　８　回路基板
　８ａ　後端部分
　１０，１０Ａ　接続端子
　１１　信号ケーブル
　１２ａ　外周側信号線
　１２ｂ　内側信号線

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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